
女子学生 における食生活調査(1)
一 箸および夕食時食卓設定について

大 久 保 洋 子

1は じ め に

我々が物 を食べ る時 の方法 と しては手食 の

ほか補助器具 として箸,ナ イフ,ス プー ン,

フ ォー クが主 に用 い られてい る。世界 の食法

の割合 は箸食文化圈30%,手 食 文化 圈40%,

ナ イ フ,ス プーン,フ ォーク文化 圈30%と 本

田1)は 記 して いる。"COOK"2)で は1980年 の

調 査 と して1,2billionpeopleeatwithchop・

sticks,…1,5billionpeopleeatwithafolk,

spoon,knife,…250millionpeopleeatwith

theirhand,…350millionpeopleeatwitha

knifeandtheirhandと 載 せ て い る。箸 を使

う国 とい うのは 日本 を始 め として東 アジアに

限 られてお り,フ ォー クと比べ るとかな り古

くか ら用い られてお り,そ の伝統お よび文化

は大切 に受 け継が れて きて いる。堀氏 は 「筆

法歳 時記 」で"文 化 とか伝統 とかい うものは

本来民衆 の生活の 中で 日常化 され,中 断す る

ことな く再生産 され るもの である。"と 述べ

ている。箸食文化 はそ うい う意味では我国の

特 に最 も伝 統 あ る食 文化 の一端 を担 って き

た。

日本の箸の記録 で最古の ものは古事記であ

り,そ の箸が2本 箸 か 日本古来 の もの と言わ

れてい るピンセ ッ ト状(折 り箸)か は諸説が

ある。 ピンセ ッ ト状 の箸 は現在で は天皇即位

後,最 初 に行 われる新嘗祭 に使 われている。

中国か ら渡ってきた2本 箸二は聖徳太子 に より

朝廷 の制度 と して取 り入れ られたが匙 との併

用で あったといわれてい る。 しか しその匙 は

鎌倉時代に入るとほとんど見 られなくなり,

日本独特の箸のみを用いる食事形態 となっ

た。そ して 日本食器 と日本料理 の発達 と相

まって形,長 さ,重 さ,持 ち方 と極められて

きたのである。

その箸の使い方が崩れてきたと言われてす

でに久 しく,調 理実習を通 して見る学生の箸

の使い勝手にはいささか疑問を感 じていた。

そこで箸二の持ち方調査 と夕食時の食事の仕方

についてアンケー ト調査を行ったので報告す

る。

II方 法

1)調 査 対象 は女子短期大学生(18～20才)。

期 間は1989年1月 お よび4月 に箸の持ち方

について211名 。1989年7月 にア ンケー ト

および手の大 きさと箸 の長 さの測定158名 。

2)調 査 項 目

a)手 の 大 きさ。図 一1に 示 した箇所 を紙

に書いて計測 した。

b)使 用 している箸の長 さ。各 自計測 して

きた箸 の長 さを記述。

c)箸 の持 ち方。長 さ22 .5cm。 直 径持 ち手

部分0.6cm,先 の部分0.3cmの 塗 り箸 を用

いて人参(長 さ4cm ,径3cmの 円筒型 の

もの約50g),フ ィル ムの空箱 をはさん

で胸の高 さまで持 ちあげる状態 を写真撮

影 し,判 定を行 った。

d)ア ンケー ト調査(表 一1に 示 した)
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皿 結果および考察

1)箸 の長さについて

日本の箸は中国などで使われている箸(長

くて先端がぶつ切 りになっていて,性 別が無

い)と 異なり,個 人所有がほとんどで,性 別

があ り,箸 選びの基準として 「箸一咫半」と

いう習慣が受け継がれている。(一 咫とい う

のは日本の 「身度尺」の中で最も良く使われ

ていた体の一部を基準にして測る単位で,
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女子学生における食生活調査(1)

表1ア ンケー ト内容

あなたの普段の夕食ついて次の質問に答え,該当項目○をして下さい。

1.食 卓の種類は(a.椅 子式b.座 卓式)

2.朝 食と夕食では食べる場所がちがう。(a,同 じb.ち がう)

3.御 飯,汁,お かず(和 食)の場合の配膳図を図示してください。

4.洋 食の場合の配膳図を図示してくtさい。

5。箸置きを使いますか。(a.い つもb,な しc.時 々)

時々 使う場合はどんな時ですか。

6,箸 の持ち方について注意されましたか。

①注意されたことがない ②子どもの頃は注意された 誰に()

②今も注意される 誰に()

7.箸 の使い方(例 えばかんではいけない)について注意されたことを書

いて下さい。

8.テ ーブルクロスを使っていますか。(a.い るb.い ないc.時

使々う)

①使っている場合 どんな色,模様ですか。

②時k使 う場合 どんな色,模 様ですか。

9。ランチョンマットを使いますか。(a.い るb.い ないc,時 々

使う)

①使っている場合 どんな色,模様ですか。

②時 使々う場合 どんな色,模 様ですか。

10.食卓に花を飾りますか。(a,い つもb,な しc.時 々)

①時 飾々る場合はどんな時ですか。

親指 と人指 し指を直角に開いたときのそれぞ

れの指先間の長さをいう(図 一1)。 身長の

約10分 の1に 相当すると言われている。一

色3)に よると箸の長 さの基準は手の長 さ×

1.2と記 している。そこで適切な箸の長さに

ついて手の長さと使用 している箸の長さの調

査を行 った。手の長さというのは図一1に 示

した長さのことである。本調査対象物の一咫

の平均値 は13.7±0.905で あった。 また表一

2に 手の長さと実際に使用 している箸の長 さ

との比 を示 した。(表 一2)向 井4)等の報告

では女子の短大生の適切な箸の長さは21cm前

後と報告 している。本調査の使用箸の長 さは

図一2に 示 した如 く,最 長の物は24cm,最 小

の物は17cmで あった。そこで計算上での基準

とされる箸の長さと実際に使用 している箸の

:適切度を見る と図一3の ようになった。奥

田5)等の報告によると手の長 さにあった箸が

最も使いやすく,短 い箸 よりも長い箸の方が

よく,普 通 とされる19.5cmが 長い箸よりも使

い勝手が よい としてい る。手の大 きさは

20.4cmと なるが,平 均値が20.2cmで あるので

ほぼ良いことになるが,図 一3よ り短い物 を
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表2手 の大きさと箸の長さ

手の木 きさ 箸 の 長 さ 箸/手

N=83 17.14±0.803 20.17±1.459 1.17±0.10

使用 している割合は41-55%と かな り高い値

を示 している。毎 日使うものだけに改善が望

まれるが,現 在市販されている女性用の箸は

19.5cmが 主流であ り,自 分の手の大 きさに合

わせた箸を選ぶのはむつか しいのが現状であ

る。

2)箸 の持ち方について

箸の持ち方は,箸 を使う目的が達せ られれ

ばどんな持ち方で も良い訳であるが,日 本に

おいて箸を正 しく持つことが出来るというこ

とは躾が出来ていると評価されたと言っても

過言ではない。ところが最近鉛筆の持ち方や

箸の持ち方 と合わせて姿勢の問題がかなり指

摘 されているにもかかわらず,一 向に良くな

らず,ま すます混乱 しているように見受けら

れる。箸の正 しい持ち方の条件について,一

色4)は箸と指の位置関係 を詳 しく図説 してい

る。 また向井6)等は筋電図を用いて正 しく持

つことの合理性を証明報告 している。本調査

は1989年1月 に短大生1年59名 を対象に人参

をはさんで持ち上げる操作を検討した。箸を

使 う目的には 「はさむ」厂つまむ」厂分ける」

「運ぶ」「ほぐす」「混ぜる」「す くう」厂切る」

「刺す」などあげられるが,本 調査 は親指,

人刺 し指,中 指の三本で上の箸をきちんと持

つことが出来ているかどうかを見るため,幅

のあるものをはさんだ時の持ち方について

行った。 また1989年4月 に短大生1年152名

について,フ ィルムの空箱(3.5×3.5×5.5,

4g)に ついて同様の調査を行った。その結

果を表一3,図 一4に 示 した。親指,人 指 し

指,中 指で上の箸を支えているものを1型,
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図4皿 型に入る持ち方

親指 と人指 し指だけで支えているものをH

型,そ の他 を皿型 と区分 した。また1型 の中

で正 しい持ち方をしているものを」‐a型,

中指が下の箸を押 しているものi型,親

指がおか しい ものH-c型 とした。皿型は作

業上特に不便ではないかと思われるもので図
一4に 示 した。1型 は第1回 調査55.9%,第

2回 調査53.9%と 約半数強はほぼ正しい持ち

方をしていると判断した。 しか し正確には1

-a型 が正 しい持ち方であ り,6.9%,15.1%

とかなり低い値を示 した。箸の持ち方は6才

までに確立すると言われ,高 校以後の矯正は

なかなか困難であるとされているが,今 回の

調査において皿型に入る学生についての追跡

調査 を検討 したいと考えている。向井6)等に

よると1型 の方がH型 より筋活動度が大 き

く,短 母指(第 一指)外 転筋の活動が大 きい

と報告。また箸先を開く作業も1型 とII型で

明らかな差があり,第 一指が一方の箸を支え

ると同時にもう一方の箸を動かすという2つ

の働 きをしているため活動度が大きくなると

説明している。本調査は幅のあるものをはさ

むという形で調査を行っているので今後,つ

まむ,運 ぶ,箸 の重さ,菜 箸,取 り箸,盛 り

図5和 食の場合の補助器具の配膳

付け箸についても検討 したい。

3)ア ンケー ト調査について

短大生(自 宅通学生131名,自 宅外通学生

27名)に おける普段の夕食について表1の 内

容の調査 を行った。以下項 目毎に結果と考察

を述べる。()の 数字 は自宅外通学生の数

値を示 した。

(1)食 卓の種類 としては椅子式88(21)名,座

卓式67(6)名,両 方3名 であった。我国の

ダイニ ングキ ッチンは住宅の洋風化に伴

い,一 般化 しているので,椅 子式での食事

が高い値 を示すのではないかと予想 してい

たが,座 卓式が42%を 占めた。この数値 を

高いと見るか低いと見るかは難 しい ところ
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女子学生における食生活調査く1)

1回 目
表3箸 の持 ち989

.1N=19

型 人数()% 区 分 人数()%

1型

33'(55.9) Im型 4(6.8)

Im型 17(28.8)

1-C型
隔

12(20.3)

H型
21(35.6) 皿m型 9(15.3)

H-c型 12(20.3)

皿 型 5(8.5)

2回 目 1989.4N=152

型 人数()% 区 分 人数()%

1型

82(53.9) 1-a型 23(15.1)

Im型 40(26.3)

1-c型 19(12.5)

H型
47(30,9) H-a型 30(19.7)

H-c型 17(11.2)

皿 型 23(15.1)

である。筆者が数年来行っている食生活調

査7)を見ると夕食 はほとんど飯(米)中 心

の献立(約83%)が たてられている。この

ことは本調査対象者の大部分が日本型の食

事形態をとってお り,箸 での食事が行われ

ていることを示すものである。にもかかわ

らず箸の正 しい持ち方が出来ていない者が

多いということは由々しき事態である。

(2)朝 食と夕食で食べる場所を別にしている

もの18(0)名,同 一場所のもの140(27)名 。

別にしているもののうち(1)で椅子式 と答 え

たもの5名,座 卓式 と答えたもの10名 で

あった。別にしているものはわずかである

が,夕 食に重点をおく傾向の強い我国で,

座卓の方式が捨てがたいのであろうか。箸

との関連 も含めて今後検討したい。

(3)箸 の持ち方について注意されなかったも

の28名,子 供の頃注意されたもの95名,今

でも注意されるもの35名 であった。箸の持 〆

ち方はスプーンなどと比較 してかなり学習

が必要である。主として両親に教えられな

がら5,6才 までには使いこなす様になる。

しかし,正 しく持てない者が多いのが現状

で,将 来母親として教える立場になる者が

表4箸 の持ち方について注意されたか

0 注意されたことがない 28名 18%

0 子供の頃注意された 95 60

0 今も注意される 35 22

誰に注意 されたか 0 ③

母 44(46%) 14(40%)

両 親 34(36%) 11(31%)

父 6 2

家 族 6 4

友 達 1 2

そ の 他 4 2

表5箸 の使い方について注意されたこと

人数 項 目

20 迷い箸 ・箸わたし

15 刺 し箸 ・寄せ箸

10 立て箸

6 なめ箸

3 かみ箸 ・二人箸

2 た た き箸 ・ね じ り箸 ・移 り箸

こ じ箸 ・に ぎ り箸

1 受け箸 ・渡し箸 ・振 り箸

涙箸 ・口に入れておかない

口に入れてしゃべらない

箸でつかんでとりなさい

者のとり方とおき方

正 しく持てないのでは,ま すます持てない

ものが増えてしまう。今後男子学生につい

ても検討 したい。(表4)

(4)他 者に不快感 を与える箸使いを昔か ら

厂きらい箸」と呼んで無作法をいましめて

きている。箸の作法の記録については古 く

は 「貞丈雑記」「飯膳作法」「小笠原諸礼大

全」,近 くは明治15年 「小学女礼式」,最近

は食事作法の書は数多 く出版されている。

きらい箸出現頻度別に見たものが表5で あ

る。表現方法として昔から言われている言

葉で記述 したものは約26名 。その数は9種

(迷い箸19,さ し箸2,よ せ箸4,ね ぶ り

箸2,箸 わた し2,う つ り箸,わ たし箸,

なめ箸,さ ぐり箸)で あった。本田氏1)は

70種 あると述べ,一 色氏4)は38種 ほどあげ
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ている。箸に関する言葉やことわざもだん

だん聞かれなくなってい くと思われる。

(5)箸 置 きをいつ も使 うもの3名,使 わない

もの130名,時 々使うもの21名 で,約85%

が箸置 きを使 っていない。 日本人が箸置き

を使 うことで潔癖 さが云々されることがあ

るが,日 常の家庭では使われていないと見

るべ きである。時々使うと答えたものの中

で来客の時12名,正 月の時7名2気 分的3

名であった。従 って箸置きは衛生観念 より

も形の上からの特別視が強いように思われ

る。改まった感 じを出すための演出効果も

aパ タ ー ソ 32 eパ タ ー ソ 6 iバ タ ー ソ 2

b〃 34 f〃 2 j 2

C〃 48 g,. 3 k,1,m,n,
5

d〃 12 h〃 4 0パ タ ー ソ

図6洋 食の場合の補助器具の配膳
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女子学生における食生活調査(1)

あ り,そ の役割 の方が高い と見 るべ きであ

る。箸置 きそのものは神饌 を供 える時 に箸

を乗せ る台で素焼 きの耳かわ らけが今 に伝

えられてい るものである。

(6)配 膳 の場 合の箸 とフォーク,ス プー ン,

ナ イフの置 き方につ いて図示 した ものの結

果 を図5,6に 示 した。箸の置 き方は図5

のaパ ター ンが約85%を 占めた。スプー ン

併用者が4名 あ り,今 後 このパ ター ンが増

加 するのではないか と思われ興味が もたれ

る。箸置 きを描い た ものが3名 程 あった。

箸 に比べ る と洋食形式のパ ター ンは図6の

よ うに多様化 した。縦置 きが定着 してい る

ので はないか と予想 したが,横 置 きが 箸併

用者 を含めて5%程 見 られた。何 らかの形

でナイ フ,ス プー ン,フ ォーク3種 を縦 に

並べ た ものが60%を 占 め,ナ プキ ンの上 に

おいた ものは約8%を 示 し,箸 置 き頻度の

4%に 対 して高い数値 を示 した。最近,洋

食 に もナ イフ レス トが取 り入 れ られ ること

が多いが図示 した ものはいなかった。ナイ

フ とフ ォー クの 関係 を見 る とフ ォー ク を

左,ナ イ フを右 に した もの35%で あ った。

そ して,右 側 に全部並べた ものは85(56%)

を 占 めた。今 回はナイフ,フ ォーク,ス プ

ー ンの使 い方 につ いて は調査 して いな い

が,外 食が増加 してい ることと関連 して今

後調査の対象 に したい と考 えている。

(7)テ ー ブ ル ク ロ ス を 使 っ て い る もの

36(23%),い な い もの102(65%) ,時 々 使

うもの19(12%),記 入 な し1で あった。使 っ

ている色 は白が最 も多 く,透 明のほか6種

の色(ク リー ム色,緑,水 色,ピ ンク,黒,

青)そ して柄物 はチ ェ ックが多 く用 い られ

て いた。時 々使 う場合 は来客やパ ーテ ィ,

ク リスマ スや気分転換,母 親の気分 な どが

理由 としてあげ られた。

(8)ラ ン チ ョンマ ッ トは使 うもの9(6%),

使 わ ない ものが144(91%)を 示 し,ほ とん

ど使われていない。料理雑誌やTVな どテ

ーブルセ ッティングは日常よく目にしてい

ると思われるが,情 報 と実生活での活用 と

が結びついていないと言えよう。時々使う

ものは3%程 と少ないが,オ ーブン料理,

正月,パ ンの時,気 分がむいた時などにつ

かっている。色は青とピンク,柄 物はやは

りチェックが多 く,総 数が少ないので継続

して調査 したい。

(9)食 卓にいつ も花を飾るもの7(4%) ,時 々

72(46%)と 花を食卓 に飾る習慣は時々と

合わせて半数を占める。最近食べる花(エ

ディブルフラワー)も 流行 してお り,食 卓

をカラフルに演出して楽 しむ方向にあ り,

女子短大生のいる家庭は一番影響を受けや

すいと思われる。

Nま と め

調理操作 の中で箸使 いが正 しくない者 を多

数 目にして,箸 の正 しい持 ち方お よび配膳 の

際,補 助器具 と しての箸,ス プーン,ナ イフ,

フ ォークを どのように扱 うか を知 るべ く,ア

ンケー トや写真 による調査 を行 った。

1.手 の長 さの実測値 とその値か ら計算 され

た適切 な長 さと実際 に使用 している箸 の関

係 は適切であ った もの は40%を 示 し,長 い

もの と合わせ ると59%と な り,残 り41%は

短 い もの を使 っていた。(基 準値 ±1.Ocmと

して)

2.箸 の 持ち方については1型 に分類 した も

のが1回 目55.9%,2回 目53.9%で あ った。

H型 は鉛筆型 の持 ち方 をす る もので,上 を

親指 と人指 し指 で支 えている もので作業 能

率が悪い。皿型 は作業 に困難 を生ず るであ

ろ う と思 われ る もので1回 目8.5%,2回

目15.1%で あ った。 豆,皿 型 の者は矯正指

導が必要で ある。

3.夕 食 時 の食卓形式 は椅子式56%,座 卓 式
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42%で あ り,座 卓式 はまだかな り普及 して

いる。朝食 は椅子式 で も夕食 は座卓式 にか

わる ものが10名 あ った。

4.箸 の 持 ち方 を注意 され なか った者が18% ,

子 供 の頃注意 された もの60%,今 で も注意

され る もの22%で,両 親 に言 われることが

多い。 また きらい箸 につい ては迷い箸,箸

わた し,刺 し箸,寄 せ箸 の頻度 が高かった。

箸置 きを使 ってい る もの は極 く少な く,ほ

とん どの ものが使 ってお らず,来 客時や正

月な どに使 う ものが14%で あ った。

5.配 膳 の時の箸の置 き方は図aパ ター ンが

86%と 高 く,ス プー ン併用 が4名 あった。

洋食 の場合 の補助 器具の配膳パ ター ンは34

と多 様 にな った。 しか し,a,b,cパ タ

ー ンで72%を 占 めた
。箸併用者 は7名(う

ち箸 のみ2名)で あった。

6.テ ー ブルクロスを使 っている もの23% ,

使 っ ていない者65%,時 々来客 やパ ーテ ィ

などの時使 うもの12%で あ った。 ランチ ョ

ンマ ッ トは91%が 使 ってお らず,オ ーブ ン

料 理やパ ン食 の時 にのみ使 うものが3%で

あ った。食卓 に花 を飾 るもの は時々 といつ

もを合 わせて約半数であ った。
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